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策29回IGC(1992)

日本開催の準備状況

会(裏千家),生げ花教室も開くことができる｡

交通の便は,1990年10月には地下鉄が北山までのび

て,徒歩20分,車5分,京福電鉄も京阪電車と出町で乗

り継きてき,宝ケ池から徒歩20分,また市バス⑤が京都

駅から会議場まで運行されている｡タウソ･タウソまで

は車で30分以内で行ける所にある｡

現在,京阪神在住のもので会場小委員会を開き,種六

の役割分担を決めつつあり,受け入れ態勢ができてきて

し･る｡

写真2国立京都国際会館イベントホｰル

五x且科学プログラム

久城育夫(科学プログラム小委員長･東京大学)

IkuoKU鯛IR0

IGC科学プログラム小委員会では,総勢96名にのぼ

る委員の方六の討議を基に科学プログラムの案をねって

いる｡11月中にファｰスト･サｰキュラｰに載せる案を

作成する予定であるが,現在までのところ考えられてい

る案は,スペ･ンヤルシンポジウム,重複分野シンポジウ

ム,単分野シンポジウムの3分野の構成であり,それぞ

れ以下のようなセタ･ンヨソから成っている｡

なお単分野シンポジウムは,現在検討中であるが,フ

ァｰスト･サｰキュラｰにはその案が載せられる｡
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w巡検

諏訪兼位(巡検小委員長･名古屋大学)

KanenoriSUw且

1｡鵬C地質巡検の意義

IGCの地質巡検は,会議に付随する単なる見学旅行

ではたく,会議に欠くことのできない重要た事業であ

る｡このことは地質科学の特質をよく物語っている｡会

議開催国はその国の地質構造や鉱物資源だとの研究に関

して,参加者にでき得る限りの便宜を与えてきた｡地質

巡検は,最少の費用で,有能た案内者のもとに,巡検地

の地質概要がよく理解できるようたガイドブックをつく

って,実行計画をたてて行われてきた｡この良き伝統

は,1992年の第29回IGCでも,さらにより良さものと

Lて継承されたげればならたい｡

一般に地質巡検は,会議の前(A),会議中(B),およ

び会議の後(C)に行われる｡巡検A,Cは1週間たいし

10日間程度の巡検であり,Bは日帰りまたは1泊2日程

度の巡検である｡1989年の第28回IGC(ワシントン)の

経験や日本列島のせまさたどを考慮すると,巡検A,C

は3目問たいし5日間程度が適当であろう｡ただし,本

格的たGeotraYerse巡検として,巡検A,Cのだつか

3つかを,1週間ないし10日間程度の巡検とするのがよ

いだろう｡第28回IGCでは会議中に行われた巡検B

が,参加者の関心を呼んだ｡

2｡従来の会議での巡検実施状況とその教訓

A.地質巡検A,Cの計画数,実施数,および参加

者数

巡検AとCは同一のテｰマ(同一のコｰス)で行われる

場合があるが,必ずしもそうではない｡バスやホテルの

収容人員を考慮して,参加者数は1巡検当り40名程度に

制限されていることカミ多い｡実際の参加者数は,1980年

の第26回IGC(パリ)の頃までは,1巡検当り25名前後

であった｡1989年のワシントンでは,巡検A,Cに申込

みが少たかったり,キャンセルする人カミ出たりして,中

止にたったものがかなりあった｡参加者8名以下のもの

は中止にたったと聞いている｡私自身は申込んだ巡検C

が中止どたり,別の巡検Cに参加したが,参加者は15名

であった｡

従来は,FirstCircu1arの段階で100ないし200の巡検

が計画され,そのたかで希望者の多い巡検が実施され

た｡1980年のパリの場合は,当初226の巡検が計画され

たが,結局45の巡検が実施され,927人が参加した｡巡

検参加老の多かった1972年の第24回IGC(モントリオｰ

ル)では,73の巡検が実施され,1,646人が参加した｡

1989年のワシントンの場合は,FirstCircu1arで,177

の巡検A,Cが提示された｡SecondCircu1arでは119

に減り,ThirdCircu1arでは79に減った｡実施された

ものはさらにそれをかたり下回ったようである｡

1992年の日本の場合,FirstCircu1arであまり沢山の

巡検を提示すると,日本の地質にあまり詳しくたい大多

数の参加者は,どれを選んでよいか迷うことにたり,結

局共倒れにたる可能性が大きい｡このようたことから,

巡検A,Cは合計50くらい,多くても100以下のものを

FirstCir㎝1arに提示するのが妥当であろう｡

たお,過去の例からみると,巡検A,Cの参加者は,

1,000人程度と考えてよいだろう｡しかし,1992年の日

本の場合には,それを下回る可能性も大きい｡
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